
 

 

  2026第 1,2,3 RUTC 永遠答えの神の国のやぐら(7)  (社)世界福音化伝道協会 www.weea.kr 

2026年 2 月 14 日 週間祈りカード 

△産業宣教/金土日時代のやぐら 53 

胎乳児親合宿(使 19:8) 

△RT と TCK 伝道学/三つの庭のモデル 53 
小学生合宿(ヨハ 21:15-18) 

△核心 

青少年合宿(創 37:1-11) 

□序論_今日= WITH 

イエス様があなたがたとともにいるために呼んだと言われた。それゆ

え、合宿だ。 

1.現場(現実、事実、真実、霊的事実、神様の計画) 

300%を作る中で最も重要なのが現場だが、現実を見なければなら

ない。事実を見るべきで、その背後の真実を見なければならない。

真実も自分勝手なので、霊的事実を見なければならない。それと

ともに、神様の計画を見なければならない。 

2.私たちはしきりに特別なことをしようとする。特別なことよりさら

に重要なのが、一つずつ成し遂げて行く今日だ。 

1)今日のやぐら祈りが重要だ。 

2)神様の旅程について祈らなければならない。 

3)道しるべ 皆さんが受ける答えである道しるべが重要なのだ。

大きなことが重要なのではない。ほとんど大きなことをしよう

とするが、答えにならない。すると、答えられない。 

3.危機が来るとき、それが絶対やぐらになるのだ。現場を正しく見ら

れず、今日を味わうことがきなければ危機にあったとき、すぐに崩

れる 

。 

□本論_合宿の答え 

1.創 37:11 幼いとき、ヨセフの夢がヤコブとともに伝えられた。祈

り、伝道、伝道と宣教の現場を見たのだ。レムナントは家族の環境

を超える答えを受けなければならない。 

2.出 2:1-10 エジプトで子どもたちがみな殺される危機がきた。この

ような絶対不可能の中には絶対可能が隠されている。 

3.Iサム 1:9-11 ナジル人を求めて祈った。 

Iサム 2:1-10 この子どもが生まれて神殿に送ってした賛美だ。 

Iサム 3:1-19 サムエルが幼いときに答えられる内容だ。 

親の祈りの中で未来が見える答えを受けなければならない。 

4.ルカ 23:28 (迫害備え) 

イエス様が、わたしのために泣かずにあなたがたの子どものため

に泣きなさいと言われた。迫害に備えなさいということだ。 

5.使 17:1、18:4、19:8 (流浪の民備え) 

ユダヤ人が集まる会堂に入り込んで福音を確実に伝えた。流浪の

民の時に備えたのだ。 

 

□結論 

1.答えと伝道、宣教が見えるが、最も重要なのが７Pointだ。 

2.５千種族に胎乳児親に対して祈れば良い。次に５千種族の人々が参

加することが起こるだろう。 

3.その人々がものすごい門になることができる。 

※バヌアツ大統領のために祈らなければならない。５千種族の門だ。 

小学生合宿は目を開いてあげる

ことだが、永遠の刻印になる。

イエス様が続いて子羊を飼いなさ

いと言われた。 

□序論 

1.肉的な目で見る重要なことも多

い。 

2.知的な目で見ることも多い。 

3.霊的な目もある。 

△世の中の人々は肉的な目、知的

な目だけを教える。幼いときに

霊的な目を開いてあげなければ

ならない。釜山のキジャンの海

東龍宮寺、日本の東京の浅草

寺、城、東大新洞の内院寺、ア

メリカのフリーメイソン会館に

実際に子どもたちといっしょに

行ってみなさい。なぜ問題が来

たかを教えて見せなければなら

ない。偶像を作った人ではな

く、教えなかった私たちの責任

だ。さらに恐ろしいことには、

違うことが刻印されていて、知

らないでいるのだ。 

□本論_これから見るべきこと 

1.Ⅱテモ 1:1-4 (涙) 

涙を分からなければならな

い。悲しかったり悔しかった 

り、悲観したり、傷ついた涙

ではない。国家、時代、すべ

てを見た涙だ。この涙がなけ

ればならない。 

2.Ⅱテモ 2:1-7 (常に) 

常にしなければならないこと

を話したのだ。兵士は募った

人がいるので、ほかのことを

心配しないように。競技する

者は規定に従ってしなさい。

みことばのとおりに行きなさ

い。農夫は穀物を先に受け

る。恵みをあなたが先に受け

るのだ。 

3.Ⅱテモ 3:14-17 (完全) 

完全なのは神様のみことばし

かないということが刻印され

ていれば、すべての知恵、知

識を超える。 

□結論_視聴覚資料 

小学生に視聴覚資料を見せるべき

だが、先入観ができることがある

のでよく見せなければならない。 

△今日の答えが何か見つけ出さな

ければならない。「どのよう

に、私が神様と WITHして、信

徒と WITH して、合宿できるの

か」これを見つける祈りが今か

ら始まらなければならない。 

□序論_三つのことを超えるべき(マコ 3:13-15、マタ 28:16-20) 

それゆえ、イエス様が最初に「あなたがたとともにいるるために呼んだ。また、伝

道もして、悪霊を追い出す権威も与えるために呼んだ」と言われ、最後にも「天と

地のすべての権威を持ってあなたとともにいる」と言われた。 

1.環境を超えなければならない。 

1)家庭があることは感謝しなければならない。長所、短所もある。超えなけれ

ばならない。 

2)教会-さまざまな種類の人々がいるが、その人々も救われて成長しなければ

ならないので、超えなければならない。 

3)学校-その次のことがあるためだ。 

4)友人-多くのことを与える可能性もあって、奪っていくこともあるためだ。 

2.私を超えることが祈りだ。 

1)やぐら-御座のやぐら 2)旅程-御座の旅程 

3)道しるべ-御座の道しるべであるべきだ。 

3.職業-300% 専門性 100%、現場性(鍵) 100%、未来システム 100%準備しなければ

ならない。 

□本論_レムナントが受ける答え 

1.創 37:1-11 葛藤-私を見つける最も良い時間 

1)私-神様が造られた私 2)現場-神様がくださる現場 

3)未来-神様がくださる未来 

2.詩 78:70-72 寂しさ-ダビデはこのとき、すべてをみな作り出した。 

1)成長-私を成長させる時間 

2)没頭-私がを何すべきかを没頭できる時間 

3)自由-多くの人がいなくても私は生きることができる自由を味わう時間 

4)再創造-私を再創造できる時間 

5)内面を強くさせる時間 

3.使 17:1-9,4、使 18:1-4,5、使 19:1-21 さまよい-すべて集まってパワーとなる。 

3.使 17:1-9 

キリストについて正しく知りなさい。 

福音+勉強-福音の力を持って勉強しなさい。 

4.使 18:1-4 

礼拝-安息日ごとに 

金土日+勉強-金土日時代の主役になって、そのために勉強しなさい。 

5.使 19:1-21 

祈り-神の国について大胆に説明した。 

三つの庭+勉強-三つの庭を置いて勉強しなさい。 

これをする理由-三つを開きなさい。 

1.黙想時代を開きなさい。 

2.学校タラッパン-学校の周囲に学生たちが一番楽な場でレムナントタラッパン

をしなさい。 

3.多民族をそこに招きなさい。1人しても、一つの国ぐらい答えを受ける。5000種

族がいるのか確認しなさい。 

△散らされた弟子たち/7∙7∙7 のモデル 53 
多民族合宿(使 19:21) 

□序論_ 300% 

多民族はどのように 300%を作ら

なければならないのか。 

1.皆さんの傷を過去、今日、未来

を 100%土台にしなさい。 

2.専門性、現場性、未来システム

を同じように作らなければなら

ない。 

3.伝道、宣教、３キャンプを味わ

わなければならない。 

□本論_隠されたこと 

1.隠された当然性が出てきて。こ

れが７ポイントの人だ。 

 

 

 

2.皆さん通して隠された必要なこ

とが出てきた。これがネフィリ

ム癒やしだ。 

3.いよいよ隠された絶対が出てく

る。ローマだ。 

 

もしこれ(核心本論)を中高生のと

きに確認するならば、皆さんは世

界福音化の大きな役割をすること

ができる。大人はただ、この(核心

本論)祈りをそのまま 24 すれば良

い。 



 

 

  2026第 1,2,3 RUTC 永遠答えの神の国のやぐら(7)  (社)世界福音化伝道協会 www.weea.kr 

2026年 2 月 15 日 週間祈りカード 

△区域メッセージ第７週 

人生の根本問題(創 3:1-7) 
△聖日１部 

人生のやぐら、旅程、道しるべ(創 45:1-5) 
△聖日２部/237 宣教委員会献身礼拝 

準備された人々(出 2:1-10) 
□序論_今でも続いて起きていて、このために精神、心、霊の病気が来る。 

1.エデンの園事件(創 3:1-20)サタンの誘惑を受けて神様を離れてしまった。 

2.ノア時代にサタンに捕われたネフィリム事件が起きた(創 6:4-5) 

3.神様に挑戦して建てたバベルの塔が崩れた事件だ(創 11:1-8) 

 

□本論 

1.始まり 

1)エゼ 28:12-14 傷がなく知恵と栄光に満ちた完全に造られた御使いが

堕落した。 

2)イザ 14:10-14 賛美を担当していた御使いが堕落して全世界を音楽を

持って掌握した。 

3)創 3:1-6 エバをだました。 

4)エペ 2:1-2 空中の権威を持っている。 

5)Ⅱコリ 11:14 良いことのように現れる。 

6)Iペテ 5:8 ほえたける獅子のように食い尽くすべき者を探し回る。 

7)士 9:23 紛争、争い、戦争を起こす。 

8)Ⅱコリ 4:4-5 惑わす。 

9)使 16:16-18 悪霊につかれて病んで占う。マコ 5:1-10完全に狂って統

制できない。 

10)エペ 6:11-12 政治と力を持っている人に影響を与える。 

2.サタンの方法 

1)近い人を通して倒す。 

2)否定的なことば  3)この言葉に同意 

4)神様のようになると嘘をついた。 

5)傲慢-私 すべての人は「私」のゆえに失敗する。 

6)考えが変わって神様との契約を破った。 

7)目 霊的な目が暗くなり、肉的な目が開かれた。 

3.結果-苦しみ、のろいの中に続けて生きるようになる。 

 

□結論_解決できる道を約束 

創 3:15 女の子孫が蛇の頭を踏み砕く。 

創 6:14 ネフィリム時代に箱舟の中に入って来なさいと言われた。 

出 3:18 血のいけにえをささげるとき、解放させると言われた。 

イザ 7:14 処女が身ごもって男の子を産む。その名をインマヌエルと呼ば

れる。 

マタ 16:16 あなたは生ける神の子キリストです。 

Iヨハ 3:8 神の子が来られたのは悪魔のわざを打ち倒すため。 

この人々をどのように癒やせば良いのか 

ガラ 2:20 復活されたキリストがあなたの中におられるということが刻印

されるように繰り返しなさい。 

ピリ 3:20 御座の力が必要だ。 

Ⅱコリ 12:1-10 「私」が考えに出ないほど深く祈りに入りなさい。 

※祈りが答えられない理由-のがしていること 

1.さまよい-私を見つける時間 2.孤独-成功者として没頭させる時間 

3.多くの問題-人生のターニングポイント  

4.葛藤-大きな世界を見るようにする道 

5.失敗-人生最高の時刻表 6.助ける者がいない状況-人生勉強の時刻表 

7.大きなことをするのではなく、毎日毎日御座のやぐら、旅程、道しるべ

を歩いて行くこと 

□序論_はやくしなければならないこと三つ 

1.神様の前に集中-神様が願われる私、神様が与えようとされること、この

現場に送られた理由を見る。 

2.霊的力を受けるサミットに行った。 

3.小さな現場を再創造した。 

△過去と未来を動かすことができるのは今日だ。今日、霊的サミットにな

って神様の力で集中するのだ。 

□本論_私たちが受ける答え 

1.ヨセフの人生やぐら 

1)母親が亡くなった悲しみ-祈りのやぐらに変えた。 

2)兄たちがヨセフを殺そうとしたとき-CVDIP未来を見るやぐらに変えた 

3)エジプトに引きずられて行った衝撃-道を見つけるやぐらを作った。 

△神様がともにおられる力を持って霊的サミットに行っていたためだった 

2.ヨセフが作った人生旅程-みことば成就に従って見なさい。 

1)奴隷-宣教師に行ったこと 2)ポティファルの家-経済勉強 

3)監獄-政治を学びに行った 

△皆さんが難しい時も神様はともにおられるので皆さんを助けられる。 

3.ヨセフが作った道しるべ-ウィズ、インマヌエル、ワンネスの作品 

1)奴隷として行って家庭総務になったヨセフ 

2)監獄に行っても総務になったヨセフ-神様がともにおられる証拠 

3)エジプトの総理として立てられたヨセフ-神様が王に見るようにされ

た夢を解釈 

4)総理になってすべてを生かす時刻表にあったヨセフ-契約成就 

□結論_決断 

1.祈りの中にいなさい-祈りの中で 

1)朝-私と宇宙を征服する没頭の時間 

2)昼-私と世界を征服する祈りの時間 

3)夜-私と未来を征服する祈りの時間 

△順序を変える練習をしなさい。世の中別に、祈り別にではない。祈りの

中で世の中を見るのだ。 

2.皆さん 1人が家、現場を生かすことができる。 

祈りは御座の力で、やぐら・旅程・道しるべなので奪っていくことはで

きない。 

3.三つのこと 

1)三位一体の神様が 24働かれる 2)行く所ごとに暗闇が崩れる。 

3)天の軍勢を送って神の国と神の国のことが成り立つようにされる。

(使 27:23-24、出 14:19、Ⅱ列 19:35、使 12:1-25) 

今も続いていること-エデンの園事件(神様を離れた事件)、ネフィリムに

捕えられた。バベル塔のように崩れる。うまくいかないとシャーマンを

訪ねて行って、占術に陥り、偶像を作って仕える。６つのわざわいに陥

ったのだ。 

サタン-奴隷、捕虜、属国になった。 

† それゆえ、キリストを送ると約束された。ただキリストだけが解決す

ることができる。それゆえ、宣教するのだ。 

これを知っている人を準備された人と言う。それがモーセの家庭だっ

た。神様がなさることを確認だけすれば良い。 

□序論_理由 

1.奴隷 1)福音が分からなければ-人生自体が奴隷 

2)伝道が分からなければ-世の中の奴隷 

3)宣教が分からなければ-次世代が奴隷 

4)祈りが分からなければ-今日の奴隷 

2.苦しみ 1)強大国(征服の奴隷) 2)弱小国(衣食住) 

3)イスラエル(サタンの使い) 

△一番底辺から 300%してこそ、世界福音化できる。聖霊の満たしを約束

された。 

3.宣教 1)精神病時代 2)中毒時代 3)自殺時代 

△この暗闇を完全に打ち倒すキリストの十字架、これをしなさいという

ことだ。 

□本論_モーセの家庭が受けた祝福(レビ人) 

1.祭司の祝福が来る。 

1)アロンの杖-礼拝するとき契約を握れば干からびた棒から芽が出る 

2)わざわいを止める働きが起こる。 

3)Ｉペテ 2:9 万人祭司-王である祭司として呼ばれた。 

2.預言者の祝福 

1)出 2:1-10福音と力とすべてのことを伝えた。 

2)出 3:1-20モーセがファラオに伝える。血のいけにえ 

3)出 5:1-12:12 10 の奇跡、血を塗る日に出てきた。全世界に知らせ

たのだ。 

3.王の祝福 

1)10わざわい(神々を打たれた) -羊の血を塗る日抜け出すようになる 

2)荒野征服-40年間おかれた理由は重要な契約をそのときにすべて与

えられた。創世記、出エジプト記(出暗闇)、レビ記(礼拝)、民数記

(世界福音化)、申命記(刻印) 

3)霊的征服-三つの祭り、契約の箱(変わらないみことば、マナを入れ

た壷、祭司の杖から芽が出たこと)、幕屋中心に行った。 

□結論 

1.救われる者を備えて皆さんを呼ばれた(使 13:48) 

2.７Pointの人を備え(使 9:10)  3.伝道者を備え(使 9:15) 

□決断-3経済回復を置いて祈りなさい。 

1.3集中して祈り 2.刻印されるように祈り 3.奉献する時も祈り集中 

△刻印されるように集中祈りをして、神様がどのようにされるのかを見

なさい。神様が皆さんの人生の責任を持ってすべての準備をされた。

世界福音化は備えられている。 

 


